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系統豚ユメカナエル（Ｌ）の維持に関する試験 

［要約］維持集団の大きさは認定時と同じ種雄豚10頭、種雌豚35頭とした。 

平成27年度は雄１頭､ 雌18頭を更新したことに伴い 血縁係数は28.40％､ 近交係数

は11.93％となり、認定時より6.54ポイント、4.68ポイント上昇した。一腹平均総産子

数は10.7頭で認定時と比較し0.6頭多かった。子豚平均体重は生時1.5kg、３週齢5.9kg

、８週齢19.8kgで、認定時と比較し生時、３週齢は同等、８週齢は0.5kg重かった。 

27年度調査豚の一日平均増体重は雄836.3g、雌817.5gで認定時より雄は18.5g軽く、

雌は10.3g重くなった｡ 100kg到達日齢は雄146.3日､雌151.2日で認定時より7.3日､10.0

日短縮した。体長は雄112.3cm、雌110.1cmで認定時と比べ0.9cm、3.4cm短くなった。強

健性の指標とした管囲は雄18.2cm､雌17.4cmで認定時より太くなった。 
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［背景・ねらい］ 

 新たな国際環境に対応し、輸入豚肉価格に対抗できる低コスト生産を推進するため、平

成７年度から繁殖能力、強健性に優れたランドレース種の系統造成を開始し、14 年度に完

成、15 年度から維持を開始した。今後は、集団の血縁係数・近交係数の上昇を抑制しつつ

改良された高い能力を保持する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1 維持の状況及び血縁係数、近交係数の推移 

総産子数は雄 330 頭、雌 291 頭であった。１次選抜（30kg 時）では雄 28 頭、雌 74

頭を種豚候補として選抜した。雄１頭､ 雌 18 頭を更新し、血縁係数は 28.40％､ 近交係

数は 11.93％となり、認定時より 6.54 ポイント、4.68 ポイント、26 年度より 0.73 ポイ

ント、0.11 ポイント上昇した（表１）。 

2 繁殖能力調査結果 

一腹平均総産子数は 10.7 頭で認定時と比較して 0.6 頭多かった。ほ乳開始頭数は 

8.9 頭、離乳頭数は 8.5 頭でほ乳開始頭数は認定時と比較して 0.6 頭少なく、離乳頭数

は認定時と比較して同じであった。育成率は 95.6％で認定時と比較し 6.2 ポイント増加

している。子豚平均体重は生時 1.5kg、３週齢 5.9kg、８週齢 19.8kg で、認定時と比較

し生時、３週齢は同等で、８週齢は 0.5kg 増加した（表２）。 

3 産肉能力・体型調査結果 

一日平均増体重は雄 836.3g、雌 817.5g で認定時より雄は 18.5g 軽く、雌は 10.3g 重

くなった｡100kg 到達日齢は雄 146.3 日、雌 151.2 日で認定時より雄 7.3 日、雌 10.0 日

短縮した(表３）。体長は雄 112.3cm、雌 110.1cm で認定時より雄 0.9cm、雌 3.4cm 短く

なった。強健性の指標とした管囲は雄 18.2cm､雌 17.4cm で認定時より太くなった。また

、胸囲、前幅、胸幅も認定時より太くなった（表４）。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

1 「ユメカナエル」の持つ高い能力や斉一性などの遺伝的特性を変化させることなく、長

期的な維持と安定供給を行うことで、現在以上に生産性の高い高品質な豚肉の生産に寄

与する。 



 

 

［具体的データ］ 

表１  血縁係数、近交係数の推移（平均値±標準偏差）    

表２ 繁殖能力調査成績 

表３ 産肉能力調査成績（平均値±標準偏差()内は調査頭数） 

表４ 体型調査成績（平均値±標準偏差()内は調査頭数） 
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